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バールムクンド・グプタ　：

インドの諸言語の文字について

古賀　勝郎　訳・注



バールムクンド・グプタ ： インドの諸言語の文字について

以下はバールムクンド・グプタ（1865-1907）が雑誌及び新聞に発表した論

説 2篇の翻訳であるが，必要に応じて訳者の注を加えた。はじめにグプタの

略歴を紹介する。

バールムクンド・グプタ (bAlm� k� �d g� pt)は 1865年現今のハリヤーナー州ロー

フタク ( rohtk ) 近くのグリヤーニー (g� EwyAnF )の金融業を営んだ商家に生まれ

た。カースト的に言えばアグラワール・バニヤー (ag}vAl )で父祖の血統はゴー

ヤル (goyl )である。今日のような教育制度の確立していなかった時代にあっ

て受けることのできたた教育は家業の継承という目的もあり制約もあり当時

は当然のこととしてウルドゥー語とペルシア語を地元のマクタブで学んだ。

師はムンシー・ワジールムハンマド・ハーン m�\fF m� hMmd �A 、ムンシー・バル

カト・アリー m�\fF brkt alFであった。学業とは別に詩作については後にミル

ザー・シタム・ザリーフ Em)A
 Estm )rF'に師事した。グプタは 14歳の 1879

年に一週間の間に父親と祖父が相次いで亡くなるという不幸に見舞われたた

め学校での学業は中断した。長男であったがために親類の支援も受けるかた

わら自らも家業に従事することになった。家業の見通しの立つようになった

1886年には一時デリーに出て Delhi High Schoolに在籍した後プライヴェート

と呼ばれた検定試験制度によりミドル級 (Middle)終了の資格を得た。その間

にも独学と私淑した師につく形でウルドゥー語、ペルシア語、英語を学んだ。

ブラジュバーシャー語による詩などの韻文の他には学習の対象となるほどの

散文作品のなかった時代でありヒンディー語の特別の勉強はしていないこと

になる。

グプタの伝記を著しているバナーラシーダース・チャトゥルヴェディー bnArsF-

dAs ct� v�
dFはグプタのジャーナリストとしての活躍の時期をウルドゥー語での

時期 (1886-1889)とヒンディー語での時期 (1889-1907)とに分けている。1886

年にはヴリンダーワンから発行されていたウルドゥー語の月刊誌『マトゥラー・

アクバール』(mT� rA a�bAr)に詩を発表するなどしていたが、同年、チュナー

ル c� nArから刊行されていたディーンダヤール・シャルマー dFndyAl� fmA
編集・

発行のウルドゥー語月刊誌『アクバーレー・チュナール』(a�bAr� c� nAr)の編集

に携わった。’88年から’89年にかけてはラーホールから刊行されていたウル
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ドゥー語誌『コーヘヌール』(koh� n� r ) (1) の編集者となった後、’89年から’91

年にかけてアワドのカーラーカーンカル (kAlAkA\kr )から発行されていたヒン

ディー語による最初の日刊紙ヒンドスターン紙 ( Eh\do-TAn ) の編集部に勤めた。

これはグプタにとっては大きな転機となったが、そもそものきっかけは、’89

年に上述のパンディット・ディーンダヤール・シャルマーの知遇を得たことで

あった。シャルマーはヒンドゥー教の伝統的・護教的立場に立っていた宗教

運動家且つ政治運動家であったが、彼を介してグプタはヒンドスターン紙の

当時の編集長で後にヒンディー語の普及・振興運動の中心人物の一人であり

伝統的立場に立つヒンドゥー教再興運動、バナーラス大学の創立などにかか

わった教育者、国民的政治家として活躍することになるヒンドスターン紙の

主筆マダンモーハン・マーラヴィーヤ (1861-1941)の知遇を得た。また、この

時期には同僚でもあったが、19世紀後半の近代ヒンディー文学の黎明期の代

表的なジャーナリスト、文学者の一人であるプラタープ・ナーラーヤン・ミ

シュラprtApnAryZ Em� (1856-95)とも親交を結ぶことが出来たしヒンディー語の

詩作の上で師事することも出来た。しかし、グプタは政府批判の筆が経営者

の気に入らないこともあり’91年 3月には馘首されたようだ。それからしば

らくの間故郷に戻ったが、上記のディーンダヤール・シャルマーの依頼で’92

年 7月にはウルドゥー語の月刊誌『バーラト・パルタープ』 (BArt prtAp ) を

編集し創刊号をジャッジャル (J>jr )から発行している。その後’93年 1月か

ら’98年末にかけてカルカッタの週刊誌『ヒンディー・バングバーシー』( Eh\dF

b\gvAsF ) (2) の編集部に副編集長として携わり’99年 1月から病没する 1907年

9月までの間カルカッタの日刊紙『バーラトミトラ』 (BArtEm/ ) (3) の編集長

となった。ウルドゥー語での活躍の時期は短いように思えるが、自ら語った

ところによると’84年から’89年にかけての詩作はすべてウルドゥー語及びペ

ルシア語によるものであったし詠んだ詩はウルドゥー語によるもののほうが

ヒンディーのものより多いとしている。その作品はラクノウから発行されて

いたウルドゥー語週刊誌『アワドパンチ』 (avD p\c )などに掲載されていた。

ここに紹介する文章も一編はウルドゥー語月刊誌『ザマーナー』 ()mAnA ) (4)

に掲載されたものである。したがって彼は終生ウルドゥー語の筆は手放さな
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かったと考えるべきであろう。

ヒンディー語の学習はミドルと呼ばれた学年の試験を受ける課程で行った

もののそれ以上の本格的な勉強は独力で’86年頃から始めたものと思われる。

そして彼の通信記録やラージャー・ラクシュマンシン rAjA l#mZ Es\h(1823 - 93)

やシュリーダル・パータク�FDr pAWk(1859-1928) など当時の著名なヒンディー

語文学者などとの交流の書簡などから’88年にはウルドゥー語からヒンディー

語での執筆活動に移行しつつあったように推察されている。グプタ自身はヒ

ンドゥー教徒の家庭に育ったので当然のことながらヒンドゥー教徒としての

教養を身につけていた。すなわち、ヴィシュヌ派の讃歌の日常の読誦やトゥ

ルシーダースのラーマーヤン、あるいは、スールダースのスールサーガルな

どの定期的な読誦などを介してサンスクリット語に繋がるヒンディー語の高

級語彙の中核を含む言葉に親しんでいたことと思われる。成人後の彼をヒン

ディー語の世界へ導く契機を作ったのはヴリンダーヴァンのヴィシュヌ派の

スワーミー・ナーラーヤン及びメーラトを主たる活躍の場としてデーヴァナー

ガリー文字（ナーガリー文字）(5) の普及運動という形でヒンディー語の振

興のため熱心に活動し自らもヒンドゥー女性を主題にした小説などの作品を

著したガウリーダット gOrFdtt（1836-1905）であったのだろうと追悼記念集

の編者ジャーバルマッル・シャルマー JAbrmll fmA
は推察している。グプタ

がウルドゥー語の世界で執筆や編集の仕事をするかたわらヒンディー語に関

心を深めヒンディー語での表現力を磨いていたことは彼が上述の『アクバー

レー・チュナール』a�bAr� c� nArの編集者を辞して間もなくカーラーカーンカ

ル (kAlAkA\kr )から発行されていた『ヒンドスターン新聞』に接触を求めたこ

とからも知られる。彼はすでに’88年 4月にはヒンディー語散文の確立に指導

的な役割を果たしたラージャー・ラクシュマンシン rAjA l#mZ Es\h(1823-93)に

“m�Gd� t”や “rG� v\f”、“fk� �tlA”などの翻訳について訊ねるために直接手紙を送っ

ているし 6月には『コーヘヌール』の編集者としてラーホールからシュリー

ダル・パータク�FDr pAWkと接触しイギリスの詩人、小説家Goldsmith (1728-74)

の ‘Deserted Village’のヒンディー語訳 ‘Ujw g}Am’と同じく ‘Hermit’のヒンディー

語訳 ‘ekA�tvAsF yogF’ の紹介を『コーヘヌール』で行いウルドゥー語でも同様

な趣向の詩が作られることを期待するとの評を行っている。
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グプタはウルドゥー語及びヒンディー語のジャーナリストとして活躍した

が、ヒンディー語文学の評論以外にもウルドゥー語文学やベンガル語文学に

関する評論も行っており、またカリーボーリー・ヒンディー及びブラジュバー

シャーでの詩作も行った。ベンガル語からヒンディー語への翻訳（ベンガル語

小説 mX�l BEgnF, ’91）やサンスクリット戯曲のヒンディー語訳（hq
の rtnAvlF）

なども遺している。彼の伝記や作品の一部が刊行されている。 ‘bAlm� k� �d g� pt

-mArk g}�T ’及び ‘bAlm� k� �d g� pt Enb�DAvlF ’, prTm BAg （いずれも JAbrml̂l fmA
及び

bnArsFdAs ct� v�
dF編、g� pt -mArk g}�T prkAfn sEmEt , klkttA , 2007 Ev�）

　　　　　（注）

(1)　『コーヘヌール』誌　ラーホールから発行されていた。最初は週刊誌

であったが、後に週 2回、週 3回を経て’85年 11月から日刊紙となる。
(2)　『ヒンディー　バングバーシー』誌　当時カルカッタのベンガル語月

刊誌『バングバーシー』を発行していたバングバーシー社 (b\gvAsF pr�s ) から

発行されていた。
(3)　『バーラトミトラ』誌　 p\EXt CoV� lAl Em�により’78年 5月 17日に創刊

された。発行は Bharatmitra Press, Calcuttaより。最初は半月刊誌、第 10号から

は週刊誌、’97年から日刊紙となる。ヒンドゥスターニー・バーイーと呼ばれ

たビハールから西方のいわゆるヒンドスターン平原地方出身の人々やラージャ

スターン地方出身のマールワーリー商人などを主な対象としたが、最初はほ

とんど読者のいない状況で始められた。有給の編集長は 2代目の p\EXt hrm� k� �d

ct� v�
dF (1884-85)からでグプタ (1899-2007)は 12代目の編集長であった。
(4)　『ザマーナー』　カーンプルからダヤーナーラーイン・ニガム dyAnArAin

Engmが編集・発行したウルドゥー語月刊誌。これについては、当時の代表的

なウルドゥー語誌『マクザン』と並ぶほどの内容であるが、後者には政治的

な内容のものがないのに対してこれにはそれがあること、それに執筆者にヒ

ンドゥーのほうが多いことが特徴であり、ムスリムの読者にも評判がいいと

興味深いコメントを記している。‘ud�
 a�bAr’,BArtEm/, 1905
(5) 　デーヴァナーガリー文字 ( d�vnAgrF ElEp ) 　ナーガリー文字 nAgrF ElEp
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とも呼ばれる。古代インドのブラーフミー文字 (b}AhmF ElEp ) の北方系からグ

プタ文字 (g� pt ElEp)などを経て 8世紀頃にその古形が出来たとされる。ヒン

ディー語、マラーティー語など現代インドの主要な言語に用いられる最も重

要な文字であると同時にサンスクリット語などの古典語のほかネパール語の

表記にも用いられている。
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（１） 共通文字の必要性について　

小誌（『バーラトミトラ』）は前号及び前々号においてサールダーチャラン・

ミトラ判事が最近カルカッタ大学の大学会館で行われた講演を全文訳出して

掲載した。読者諸賢には熟読頂いたに相違ない。未だお読み頂いていない方々

には一度慎重にお目を通して頂くようお願いする。ミトラ判事は見事な立論

と長年に亘る経験により今やインドには全国に共通する文字を採用する時の

到来したこととその資格を有する文字がインド全土に通用することの出来る

デーヴァナーガリー文字（以下ナーガリー文字）に他ならないことを見事に

証明された。判事閣下はインドばかりでなく、ビルマ、支那、日本及びスリー

ランカーなどにまでナーガリー文字の普及することを望んでおられる。

この文字については多数の学者たちの意見は一致していない。多くの人は

ナーガリー文字を大して古いものだとは認めていない。ナーガリー文字以前

に種々の文字が行われていたのだということである。多くのベンガル人には

自分たちのベンガル文字 (1) がナーガリー文字よりも古いものだと強く主張

する。ミトラ判事はそのような議論は一切取り上げずにインド中に今日用い

られているすべての文字のうちナーガリー文字が最も易しく美しくそして最

も普及しており、更には最も普及する可能性のある文字であることを証明し

ようとしておられる。そして判事は見事にその目的を達成しておられる。そ

ればかりかナーガリー文字がインド中で一番すぐれていることを証明し更に

また世界中で並ぶもののない正確な文字であることも証明された。

ミトラ判事はインドに印刷機が普及すると同時にボンベイ、カーシー、カ

ルカッタなどでサンスクリット語の立派な典籍がナーガリー文字で印刷され

たことを示された。このことからこの文字がインド中で最良のものと判断さ

れたことは明らかである。しからばこれが更に広まり印刷と筆記の両方に広

まって然るべきではないか。もしも学者たちがそれぞれの地域の文字の身贔

屓をするのをしばしやめてナーガリー文字を考えてみるならば、自ずと自分

たちの地域の文字の使用を控えてナーガリー文字の普及に進むべきだと思わ

ざるを得ないであろう。一部の州ではナーガリー文字が優勢である。アーグ
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ラー・アワド連合州 (2) ではもちろんこの文字が行われているし同州ではサ

ンスクリット語とヒンディー語の書物の印刷にこれが使用されている。パン

ジャーブではシク教徒の出現後にグルムキー文字 (g� zm� KF ) 3 が用いられるよ

うになったが、それの使用はシク教関係の印刷物に限られている。サンスク

リット語の書物に関してはパンジャーブでもやはりナーガリー文字が優勢で

ある。カシミールでは数百年前からナーガリー文字が通用してきている。パ

ンジャーブでもグルムキー文字は極めて少数の人しか筆記に用いていない。

グルムキー文字はナーガリー文字からつくり出されたものであるからよく似

ているが、ナーガリー文字以上に書きやすくもない。喜ばしいことにはシク

教経典もラーホールなどではナーガリー文字で印刷され始めている。

マハーラーシュトラ地方では筆記用の文字は確かにムリヤー文字 (4)である

が、書物に用いられる文字はサンスクリット語のものもマラーティー語のもの

もいずれもナーガリー文字でしかなくなっている。グジャラート地方の人は

グジャラーティー文字 (5)を用いている。それをグジャラーティー語の活版印

刷に用いているが、同地でもサンスクリット語の書物の印刷にはナーガリー

文字が用いられるしグジャラーティー語の書物の中でも文章の途中にサンス

クリット語のシュローカやサンスクリット語起源の名称が出てくるとやはり

ナーガリー文字が使用される。グジャラートの人たちはグジャラーティー文

字と同じぐらいナーガリー文字に馴染んでいる。グジャラーティー文字 (6)も

ナーガリー文字にかなり似通っている。したがってグジャラートの人たちは

大変容易にナーガリー文字を習得することが出来るしその習得に際して困難

は生じ得ない。サンスクリット語のかかわる範囲でグジャラートの人たちは

ナーガリー文字をすでに採り入れてしまっているのであるから母語のグジャ

ラーティー語の筆記にもナーガリー文字を採り入れるならば問題は解決する

わけである。ナーガリー文字によるグジャラーティー語の雑誌が一、二刊行さ

れたことがあった。これと全く同じような状況がビハール地方のカイティー

文字 (6) に関して存在する。ビハールの人たちはみなナーガリー文字を知っ

ているが筆記の際にはカイティー文字のほうを多く用いる。このため印刷用

にもカイティー文字の活字が鋳造された。それはともかくビハールの人たち
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がカイティー文字を捨てナーガリー文字を採り入れるのには全く時間は要し

ない。

さて、そこで仮に面倒な問題が残るとすればベンガル文字を巡ってのこと

となる。ベンガル人には自分たちのベンガル文字についていささか執着があ

る。ベンガル文字はナーガリー文字の一形態である。母音記号などはほぼナー

ガリー文字と同一である。ナーガリー文字もベンガル文字もその字形は同じ

サンスクリット語の様式で形成されている。そうであるならばベンガル人に

とっては国のために自分たちの文字をナーガリー文字に変更することは何ら

難しいことではない。しかしながら、ベンガル人は直ちにそれだけの大様さ

を示すことが出来ない。というのは、ベンガル人はベンガル語の書物以外に

サンスクリット語の書物までもベンガル文字で印刷するに至っているからで

ある。それでも今なおサンスクリット語のすべての典籍がベンガル文字で印

刷されているわけではない。ヴェーダなどの文献は現在もなおナーガリー文

字で刊行されている。今は亡きイーシュワルチャンドラ・ヴィディヤーサーガ

ル (7)はその著作であるサンスクリット文典 (&yAkrZ kOm� dF)を 4巻に分けて著

しておられる。第 3巻まではベンガル文字で印刷されているが第 4巻のスー

トラの部分にはナーガリー文字がその注釈部分にはベンガル文字が使用され

ている。ラージャー・ラーダーカーントデーブ卿の著名な辞典「シャブダ・

カルパドゥルマ」(fNdkSpdý � m)はナーガリー文字のみで印刷されている。パン

ディット・ジーヴァーナンダ・ヴィディヤーサーガルはカルカッタから多数の

サンスクリット語の書籍をナーガリー文字で出版しておられる。こうしたこ

とをすべて考えあわせるとベンガル語地域でもナーガリー文字が必要とされ

ることが歴然としている。ミトラ判事が更に歩を進めてインド全土にナーガ

リー文字を広めるべきだと説かれることはベンガル人もまたナーガリー文字

を最も重要なものと認識していることを明確に証明するものである。

少し以前にベンガル語の雑誌『プラバーシー』(prvAsF) の編集長であるラー

マーナンド・チャットーパディヤーイー氏 (M.A.) が『チャトゥルバーシー』

(ct� BA
qF) という名の雑誌を発刊されたことがあったが、これにはヒンディー

12
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語、ベンガル語、マラーティー語、それにグジャラーティー語の 4言語によ

る記事が掲載されておりすべてがナーガリー文字で印刷されていた。残念な

ことにこの試みは諸般の事情で止んでしまった。小子は同氏が再度この念願

を実らせる努力をされることを願う。小子はただただベンガル人学者たちが

単にナーガリー文字に好意的であるばかりでなくナーガリー文字の普及運動

の先頭にも立っていると言えることをここに示したかったのである。なぜな

らベンガル人学者たちこそがナーガリー文字が全インドの共通の文字となる

べきことを最初に提案されたからである。

‘ek ElEp kF )!rt ’ 『バーラトミトラ』 1905年

　　　　　（注）

(1) 　ベンガル文字　 b\glA ElEp. 北方系ブラーフミー文字から派生した文

字の一つであるが、古ナーガリー文字の東部形に発するという説とアッサム

文字やミティラー文字 m{ETlF ElEpと並んでクティラ文字 k� EVl ElEp から出た

とする説がある。
(2)　アーグラー・アワド連合州　 The United Provinces of Agra and Oudh. 以

前は The North-Western Provinces and Oudhであったのが、1902年に改まった

名称。
(3)　グルムキー文字　 g� zm� KF ElEp. パンジャービー文字 p\jAbF ElEpとも呼

ばれる。シャーラダー文字 fArdA ElEpから派生したランダー文字 l\XA ElEpの

改良形。以前は主にシク教徒の間で用いられていた。ローマ字では Gurmukhi

とも Gurumukhiとも記される。
(4) 　ムリヤー文字　 m� EwyA ElEp.　原文にはムリヤー文字とあるが、これ

はマハーラーシュトラやグジャラート地方ではモーディー、もしくは、モー

リーと呼ばれてきたマラーティー語の筆記に用いられてきた文字を指してい

るものと思われる。（→ Eh\dF Ev�kof）ナーガリー文字の古形から派生しマハー

ラーシュトラ地方で 16世紀頃より用いられてきたとされる。マハーラーシュ
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トラからグジャラートや一部ラージャスターンにも及ぶ地域において主に商

人たちの間に広まっていた。
(5)　グジャラーティー文字　 g� jrAtF ElEp. 　グプタ文字やクティラ文字を

経て発展したとされる古ナーガリー文字の西部分派から出た文字とされる。

この文字はナーガリー文字によく似ているがシローレーカーと呼ばれる上部

の横線がないのが特徴である。
(6)　カイティー文字　 k{TF ElEp.　古デーヴァナーガリー文字の東部系文字

に発するもので、書記や筆耕を主要な生業としてきたカーヤスト・カースト

の間に主に用いられていたことから「カーヤストの」を意味するカイティー

という名がある。主に使用されてきた地域はビハール地方であるが、更に 3

種の地域形があると言われる。これはムリヤー文字 (m� EwyA ElEp ) ともガシー

ト文字 (GsFV ElEp )（早書き文字とかくずし字の意）とも呼ばれる。
(7)　イーシュワルチャンドラ・ヴィディヤーサーガル I�rc�dý EvdyAsAgr (1820-

91) 　サンスクリット学者、ヒンドゥー法典学者。寡婦再婚推進や女子教育の

推進運動の先駆者として知られる。
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（２）インドに共通の文字を

この数年インドの高等教育を受けた人々の間に全インドに共通の文字を持つ

べきだとの考えが広まってきている。カルカッタの高等裁判所の元判事サー・

グルダース・バナルジー氏はこのことについて英文で小冊子を著している。

同氏はインドに行われているすべての文字に言及し、また、字形について詳

しく説明を加えた上でナーガリー文字こそが全インドに容易に広まり得る完

全にして適切な文字であると結論づけこれこそが全インドに共通の文字とな

る資格を有するものであると主張している。この冊子が刊行されてからすで

に数年を経ているが、これについては後に再度言及する。

２年前に現在カルカッタ高等裁判所の著名な判事であるサールダーチャラ

ン・ミトラ氏（カルカッタ大学文学修士・法学士）が、同大の学士会におい

て講演されたことがあった。同氏はその中でナーガリー文字が最良の文字で

ありこれを全インドに共通の文字として普及すべきことを大変見事に証明さ

れた。その会合にはグルダース氏も同席しておられた。グルダース氏はそれ

に敬意を表された。この論文は後にイラーハーバードの有名な英字誌ヒンド

スターン・レビューに発表されたしその全文がカルカッタから刊行されてい

るバーラトミトラ誌に掲載された。その他特にベンガル人への説明のためミ

トラ判事はそれをベンガル語で著し有名なベンガル語の新聞に発表された。

また、同判事はバーラトミトラ誌に特別寄稿をされた。その論文の翻訳、あ

るいは、内容はいずれ本誌の読者諸賢の目に触れることになろう。ミトラ判

事のこの論文が発表された後、カルカッタでは一つの協会が設立された。そ

の名を共通文字普及協会 ekElEp Ev-tArpErqd̂ と言う。カルカッタ市のバラー・

バーザールのシュリーヴィシュッダーナンド・サラスヴァティー学校の元校長

パーンデーヤ・ウマーパティダット・シャルマー先生（B.A.）がその幹事にな

り、サティーシュチャンドラ・ヴィディヤーブーシャン氏（M.A.）が顧問に

なられた。この協会から『デーヴァナーガル』( d�vnAgr ) という月刊誌が発行

15



印度民俗研究 第 10号

され始めた。この雑誌にはヒンディー語、ベンガル語、マラーティー語、グ

ジャラーティー語、ウルドゥー語、ウリヤー語、タミル語など様々な言語の

文章が掲載されているが、表記の文字としてはすべてナーガリー文字が使用

されている。その発行された創刊号にはインドの 11の言語の文章が載ってい

る。このことからナーガリー文字がどのようにして各地方、各州の言語を担

い得る力を持っているかが判明しよう。

かなり以前にマラーター地方の人たちがその土地の言葉の表記にナーガリー

文字を受け入れた。現在ではマラーティー語のすべての新聞や雑誌、それに

書籍はナーガリー文字で刊行されている。ヒンディー語とマラーティー語の

いずれもナーガリー文字で表記される。グジャラート地方の人たちは自分た

ち独自のグジャラート語の文字を持っている。これはナーガリー文字にとて

も似た文字である。これの歴史はせいぜい 100年前に遡るものである。この

文字には母音表示の記号がナーガリー文字の半分しかないのでサンスクリッ

ト語を正確に写すことが出来ない (1)。仕方なくグジャラートの人たちはサン

スクリットを写すのにはナーガリー文字を使用しグジャラーティー語の筆記

にはグジャラーティー文字を使用している。近頃はグジャラートの人たちも

その文字に別れを告げてナーガリー文字を採り入れようと努力している。ヒ

ンドゥー教徒の刊行しているグジャラーティー語の新聞や雑誌ではその見出

しはナーガリーで記されており本文はグジャラーティー文字で記されている。

すなわち、読者たちをナーガリー文字に親しませようとしているのである。

今やグジャラーティー語の多数の書物がナーガリー文字で出版されるように

なってきている。同地の人たちが用いるサンスクリット語の書物はナーガリー

文字で刊行されておりそのグジャラーティー語訳はグジャラーティー文字で

記されている。ベンガル人たちは今なお自分たちの文字に固執している。ベ

ンガル文字はナーガリー文字にそっくりなのでベンガル人は容易にベンガル

文字を捨ててナーガリー文字を採り入れることが出来るのだがベンガル人は

今なおベンガル文字への愛着を捨てることが出来ないでいる。ベンガル人は

ベンガル語もサンスクリット語も両方ともベンガル文字で表記するのだがサ

ンスクリット語の書物の多くはナーガリー文字で刊行している。とまれベン
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ガル人の執着も間もなく終わりを告げるであろう。

ベンガル人の間にもサー・グルダースやミトラ判事のようなナーガリー文

字の支持者が出現してきておりベンガル語の書物がナーガリー文字で刊行さ

れ始めている。ベンガル人がヒンディー語やナーガリー文字を学び始めてい

る。ベンガル人の間にはかねてからやがてナーガリー文字が全インド共通の

文字となりヒンディー語がインド全体の共通の言語になると考える人たちが

現れている。この考えは現今その歌詞が全インドにこだましている故バンキ

ムチャンドラ・チャタルジー氏 (2) 自身のお考えでもある。2年前にバンキム・

バーブーのその長文の文章の主要部分がヒンディー語に訳されてバーラトミ

トラ誌に掲載されている。(3)

ウダイプルのヴィクトリヤ・ホールの館長であるパンディット・ガウリー

シャンカル・オージャー氏 (4)が数年前に『古代文字』と題するすぐれた書物

を上梓しておられる。古代インドのありとあらゆる文字がこの書物にすべて

蒐集されている。オージャー氏はラージプターナーの大変著名な研究者であ

り今から 2500年前に遡る古代の多種多様な文字を解読しておられる。現在

その再刊を予定しておられるが次版は先の版よりはるかに大部なものとなる

であろう。と申すのはこの間に更に多くの書物や碑文を解読されたからであ

る。同氏の書物を読めば一番完全な文字がナーガリー文字であることが判明

しよう。インドの各地のヒンドゥー教徒がナーガリー文字を採り入れつつあ

るのはそういうわけなのだ。従ってベンガル人たちも間もなくそのベンガル

文字への執着を捨て去るであろうと期待されるわけである。

マドラース管区には二つの言語が行われている。一つはタミル語（原文ター

ミル語 tAEml）でありもう一つはテルグー語である。テルグー語はサンスク

リット語との繋がりが密だがタミル語とサンスクリット語とはとても疎遠な

関係にある。タミル語のある立派な月刊誌で見たのであるが、すべてタミル

文字で通して記されているのである。サンスクリット語から借用しなければ

ならなかった部分だけにはナーガリー文字が使用されている。テルグー語を

学ぶ人は必ずナーガリー文字も学習するものである。マドラース管区には更

に二つの言語が行われているが、その分布はテルグー語やタミル語に比べる
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と限られている。マドラースからはサンスクリット語による週刊誌が刊行さ

れていることも注目すべきことである。これにはナーガリー文字が用いられ

ている。また、ヒンディー語による雑誌が一つ同地から発行されている。発行

者はマドラースの人であり編集者も兼ねている。マドラースで刊行されてい

るサンスクリット語の書籍はすべてナーガリー文字によっている。マドラー

ス文字 (5) はサンスクリット語の記録には不適であって役に立たないからで

ある。このようにインドの知識人たちはヨーロッパの様々な国や様々な言語

が共通の文字を持っているようにインドにもナーガリー文字を共通の文字に

しようと努力している。

1905年 12月 29日にインド国民会議の大会終了後、バナーラスで同地の

ナーガリープラチャーリニー・サバー（ナーガリー文字普及協会）(6)の主催

によりインド全土に共通の文字を広めるための特別会議が催された。バロー

ダー藩王国宰相のラメーシュチャンドラ・ダット氏 (C.I.E.)がその会議の議長

を務められた。この会合では著名人たちが意見を発表された。ダット氏の講

演の概容は次の通りである。

　この会議が望んでいるのはインド全土に共通の文字を普及させることで

あります。かなり以前から一部の有識者が考察を深めてきてはいます。かつ

てベンガルで全インドにローマ字をインド諸言語の共通文字とする運動が行

われたことがあったことを記憶していますが、この運動は確かに無益なこと

でありました。そのため運動は広がりもしませんでした。だが、私どものこの

会議はナーガリー文字を全インドに共通の文字として広めようとしているの

であります。各位におかれましては、始めに新しい文字を受け入れることを

困難に感じられるでありましょう。ベンガル人はナーガリー文字を甚だ難し

い文字だと考えています。学習できないものだと考えております。グジャラー

トやバローダー、その他の地域にもナーガリー文字は大変ゆっくりと広まり

つつあります。しかし、自分自身の経験から申しますとひとたびナーガリー

文字を学ぶ決意をするならばそれがどれほど容易なことかが判明しましょう。

私はインド高等文官試験の受験にイギリスに渡った際にはナーガリー文字の

一つの文字すら知りませんでした。いささかサンスクリット語を知ってはい
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たのですが、それもベンガル文字を介してでありました。しかし、彼地では

ベンガル文字は相手にもされませんでした。私は他の科目と一緒にサンスク

リット語も履修しましたので余儀なくナーガリー文字も学ばなくてはならな

かったのですが、3ヶ月の間にベンガル文字を書くのと変わらない速度でナー

ガリー文字が書けるようになりました。バローダーの藩王閣下がこのところ

大変熱心に努力なさっていることは藩王領でのナーガリー文字の普及であり

ます。藩王領内ではアージュニャー・パトリカー (aAâApE/kA )　という官報が

刊行されておりその一部分はグジャラーティー文字で一部はナーガリー文字

で印刷されているのですが、言葉はいずれのものもグジャラーティー語であ

ります。バローダーの役人でナーガリー文字をグジャラーティー語の文字と

同じ速度で書けないような人はほとんどいません。したがって、一つの言語

を知っていてさらに何か新しい文字を書く習慣を身につけるのは大して難し

いことではないのであります。半世紀前にはドイツではすべての文字は古い

ドイツ文字で出版されていたのですがヨーロッパの他の国の人と交流すると

いう考えが生じてきたものですから今から四半世紀前からはローマ字を用い

た書籍が出版されるようになってきました。そのために何か不都合が生じた

わけではありません。私たちもドイツ人を見習わなくてはなりません。この

ような考えはすべてのインド人を一つに団結させたい、インド人を相互に緊

密に結びつけたい、という広い視野に立った考えの一部を成すものであるこ

とに注目していただきたいのであります。このことを成功に導く第一の方策

は各言語の標準的で一般に親しまれている書物をナーガリー文字で刊行する

ことであります。もちろん当初はこのような書物はナーガリー文字を知って

いる人たちの間でしか売れないでしょうが、直ぐに他の人たちの間にも広ま

ることでありましょう。

以下はティラク氏 (7) の発言である。

　皆様、本会の目標については議長が説明をなさいました。1時間半の間

に 10人の発表者が予定されているのでごく簡潔に申しますが、まず最初にこ

れは単に北インドについてのみ共通の文字を普及させるためのものではなく、

全インドに共通の文字を普及させるという目的を持った高邁な民族的思考の
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発露であるということであります。何故かと申せば民族精神を養うには一つ

の共通の言語が不可欠であります。言語を一つにすることにより己の考えを

他人に向かって表明出来るのであります。大聖マヌの言にもある如くあらゆ

るものの知識は言葉を媒介することにより可能となるものであります。すな

わち、民族を一つの紐帯に結びつけるというのであればまず最初に共通の言

葉を創り出そうではありませんか。これを凌駕するような強力な力を持つも

のは他にはありません。このことこそが本会議の基本方針となるものであり

ます。われわれは単に北インドばかりでなく徐々にデカン地方からマドラー

スへと全インドに一つの共通の文字を普及させることを目標としています。

大いに努力すればあらゆる困難も容易なものとなり得ましょう。最初の困難

は歴史的な理由によるものなのです。古くはアーリヤ人と非アーリヤ人の間

の、下って現今はヒンドゥー教徒とイスラム教徒の間の対立と嫌悪とが言語

上の統一を破壊してしまっているのであります。北インドのヒンドゥー教徒

がサンスクリット語に発するアーリア系の諸言語を多く話すのに対して南イ

ンドの言語はドラヴィダ語に発するものであります。両者の違いは単に語彙

ばかりでなくそれを書き表す文字にも及んでおります。それにウルドゥー語

とヒンディー語との対立があります。これはこの地方では甚だ大きな意味を

持つようになってきております。マハーラーシュトラ地方にはムーリー文字

とかガシート文字と呼ばれる文字 (8) が広く用いられているのですが、これ

はナーガリー文字とは別個のものと考えられています。しかしながら今日で

はわれわれのマラーティー語の新聞や書物はナーガリー文字で刊行されてお

ります。

われわれはインド全体に共通の文字と共通の言葉を作り上げることを目標

としているのでありますが、まずはヒンドゥー教徒を対象にして始めなくて

はならないでありましょう。はじめにナーガリー文字とタミル文字、すなわ

ち、ドラヴィダ系文字との間に統一を生み出さなければならない。この両者

の間には単に文字の相違があるばかりでなくタミル語にはアーリヤ系の言語

には存在しない発音が幾つか存在しております。われわれは階段を一段ずつ

上りたいと願っているのであります。最初に議長が仰せになられたようにわ

れわれはサンスクリット語に発する言語から取り組みます。すなわち、ヒン
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ディー語、ベンガル語、グジャラーティー語、マラーティー語、それにパン

ジャーブ語がそれなのでありますが、これらはすべてサンスクリット語に発

するものでさらにその筆記に用いられる文字もすべてインドの古い文字が変

化を重ねるうちに今日の姿形になったものであります。今日ではそれらの言

語の文法にも発音にも筆記法にも差異が生じてきております。それにもかか

わらずそれらの文字はご覧の通りよく似通っております。

本会議を主催したナーガリープラチャーリニー・サバーはすべてのアーリ

ヤ系言語に共通して用いられる文字を作りだそうと考えているのであります。

そうすることでその共通文字で書かれた書物をアーリヤ系言語の多くの愛好

者は読むことが出来るようになりましょう。この考えの重要性を私どもは認

めるものでありますが、特定の文字が最良だということになると困難が生じ

ることになります。例えば、ベンガル人は自分たちの文字がグジャラートの

人々やマハーラーシュトラの人々が用いている文字よりも歴史のあるものだ

からどの文字よりも最良の文字だと言うことが出来ましょう。また、一部の

人はナーガリー文字をインドの共通文字にしたく思い歴史的に最古の文字だ

と思っております。

私の考えでは歴史的な観点から証明する方法ではこの問題は解決されませ

ん。と申しますのは、アショーカ王の時代から今日に至るまでの間の石碑を

見てみるならば少なくとも 10種類の文字が見出されのであります。その内の

カローシュティー文字 (9)やブラーフミー文字 (10) が最古のものと考えられて

いるのでありますが、今日に至るまでの間に大きな変化が生じてきておりま

す。わが国に今日行われてきている文字はすべて古代の文字が変化して今日

に至っているものでありますから歴史的な調査や研究ではこの問題は解決さ

れないのであります。この困難を解決するためにかつてローマ字 (11) を採用

する案が提示されたことがありました。そうすればアジアとヨーロッパに共

通の文字が行われる利点があると考えられたわけでありました。しかし、こ

れは全く無意味なものでありました。ローマ字にわが国の発音を表記する力

があるはずがありません。ローマ字の欠点はイギリスの文法家たちも認めて

いるところであります。同じ文字が様々な発音を担っており同じ発音を表す

のに 3、4個の文字に点などの色々な符号を付けない限り私どもの発音を表現
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することは困難であります。したがって全インドに共通の文字を考えるので

あれば、ナーガリー文字が一番なのであります。ヨーロッパのサンスクリッ

ト学者たちが、ヨーロッパで行われているどの文字よりもナーガリー文字の

ほうが完全なものであると認めております。そうであれば、ナーガリー文字

をさておいて他の文字を探すことは自殺行為以外の何物でもありません。

さらに申すならば、文字と発音に関してはインドは大変な努力を重ねてき

ているのであります。パーニニのサンスクリット文法がその証左であります。

世界中にこれと並ぶ文字と発音を表すすぐれた方法は他にはありません。わ

が方では一文字が一つの発音を、一つの発音に一つの文字が用意されている

のです。

インド総督カーゾン閣下 (12)はインド全土に統一の時間（標準時間）を制

定されたのでありますが、私どもは同じようにしてインド全土に統一の文字

を望んでいるのであります。閣下がインド統一時間の代わりに統一の文字を

制定されていたならば私どもは感謝していたでありましょう。ベンガル人に

はベンガル文字は生来身近なものであります。私にはそのことについては異

存はありません。同様にグジャラートの一部の人々も自分たちの文字は簡単

なものだと申します。というのはその文字の上にナーガリー文字のような横

線を書かないからであります。同様に一部のマラーター人もマラーターの文

字 (13) でサンスクリット語が表記できるのだと申します。とまれ私どもは簡

単で上手に書くことが出来る、そして見た目に美しい文字を選ばなくてはな

りません。同時に早く書くためにはそれを容易にくずし書きが出来るように

しなくてはなりません。インドのすべてのアーリア系言語の音を表記できる

ものであって最も広域に行われているものでなくてはなりません。

アムバーラール・シャンカルラール・デーシャーイー氏 (M.A., LL.B.)は次

のように語られた。

以前グジャラートの小学校教科書にはナーガリー文字とグジャラーティー文

字の両方が用いられていたのでグジャラートの学校の生徒たちはナーガリー

文字も知っておりました。しかし、現在では人々はグジャラーティー文字だけ

を望んでおります。これは不幸な結果を招くことになりましょう。議長は良
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書がナーガリー文字で出版されるように望むと申されました。確かに大変立

派なご意見であります。私の考えではグジャラーティー語で書かれている理

科の本はすべてナーガリー文字で印刷されるべきであり他のすべての商業通

信文にはこれからナーガリー文字が使用されるのが望ましくあります。アー

マダーバードの人たちはこれをすでに開始しております。

バールチャンドラクリシュナ卿（sr BAlc\dý k� 	Z）はこの意見を支持して次の

ように語られた。

わが地方で刊行されているサンスクリットの文献はすべてナーガリー文字

で印刷されております。ナーガリー文字が英領インドのすべての州で受け入

れられることが大切でありますが、そうするのは何ら難しいことではありま

せん。全インドの言語がヒンディー語となり文字がナーガリー文字となるこ

とが肝要なのであります。

同氏はこのように述べてボンベイ管区でマラーティー語の文字を変えるこ

とについて生じたある出来事の話をされた。教育局の局長が文字と綴字を変

更しようとしたので反対したのだが一向に聞き入れられなかった。そのため問

題点を示しそのようなことをすれば紛争が生じることになるかも知れないと

当局に訴え出たところようやく申し出が聞き入れられたということであった。

カルカッタのキーロード・プラサード・ヴィディヤーヴィノード教授 (M.A.)、

マドラス州セーラムのヴィジャヤ・ラーガヴァ・アーチャーリヤ氏 (B.A.)な

どの学者たちが各々の意見を開陳された。

小子は、ヒンディー語かウルドゥー語かで争っている人たち (14)にはヒン

ディー語を主張する人たちが何を望んでいるのか何を目標としているのかを

理解して欲しいと願う者である。その人たちはウルドゥー語側の人たちと何

らかの争いを望んでいるわけではないしウルドゥー語に打撃を与えようと願っ

ているわけでもない。ただ、ナーガリー文字を全インドに広めるのが宿願な

のだ。そうすることでサンスクリット語から出た様々な言語が互いに接近す

るであろう。すべてのヒンドゥー教徒とインドのすべての言語を近づけよう

と努力しているのである。ヒンドゥー教徒はヒンディー語とウルドゥー語を
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同じ言葉だと理解している。また、イスラム教徒たちも以前はウルドゥー語

をヒンディー語と同じだと考えていた。特にデリーの人たちはそうなのだ。

しかし、ラクノウの人たちはアラビア語の語彙を無闇に詰め込んでこれを別

の言葉にしてしまったのである。(15)

‘ Eh�d� -tAn m�\ ek r-m� l�t ’『ザマーナー』1907年 4・5月号 (16)

　　　　　（注）

1 　グジャラーティー文字にはシローレーカー（ナーガリー文字上部にあ

る横線）のないことについて述べているものと思われるが、正確な表現では

ない。
2　バンキムチャンドラ・チャタルジー (1838-94) b\Ekmc�dý cVjF
 (cÓop@yAy )　

近代ベンガル語散文の確立に力を尽くした小説家。小説以外にも多くの随筆

や評論を遺した思想家でもある。ここに触れられているのは 1884年に発表さ

れた彼の小説『アノンドマト』（ヒンディー読みではアーナンド・マト　 aAn\d

mW）の中に歌われている「バンデーマータラム」b�d� mAtrm̂のことで、インド

の独立達成までの間、独立運動の象徴として愛唱された。
(3)　 “BArtEm/” 1904年　の論説「インドの言葉」(‘BArt kF BAqA ’)の中にヒ

ンディー語によるインドの団結を説くバンキムチャンドラの文章 ‘BArt� ektA ’

「インドの団結」からベンガル文字をナーガリー文字に改めたままの引用があ

る。“b\gdf
n”, 1284 b\� 5

(4)　 gOrFf\kr hFrAc\d aoJA (1863-1947)　インドの古代史、考古学、古文字学

の権威。1898年に「インドの古文字」 (BArtFy prAcFn ElEpmAlA ) についての著

作を発表した。
(5)　これは南方系ブラーフミー文字から派生したタミル文字のことでサン

スクリット語の書写には不十分。同じく南方系ブラーフミー文字からサンス

クリット文献の書写のために考案されたグランタ文字とは別。
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(6)　カーシー・ナーガリー文字普及協会 kAfF nAgrFprcAErZF sBAは、裁判所

や役所などにおけるナーガリー文字の公的使用を認めさせる運動の推進を目

的として [yAms�\drdAs , rAmnArAyZ などの尽力で 1893年にカーシーに設立され

た団体。1900年 4月 18日付の北西州及びアワド政府の通達によってその目

的を達成した後もヒンディー語の普及、ヒンディー語文献の保存や研究、出

版などの活動を今日に至るまで続けている。1836 年までは東インド会社の

公用語は英語と並んでペルシア語であったが、1837年以降はペルシア語に代

わって土着語（現地語）とされた。ベンガル州のビハール地域や中央州 m@y

prA\tにおいてはナーガリー文字によるヒンディー語の使用が 1873年以降徐々

に進められ’80年代に入ると本格化して行ったのに対し北西州及びアワド The

North-West Provinces and Oudhにおいてはヒンドゥスターニー語 (Hindustani)、

すなわち、ペルシア文字（ウルドゥー文字）によるウルドゥー語のままの状

況が続いていた。このため北西州及びアワドにおいてはデーヴァナーガリー

（ナーガリー）文字の公的使用の推進運動は 19世紀末にかけて盛んになって

行ったが、同時にウルドゥー語側からの反対運動も激しくなって行った。最大

の問題点は使用する文字が異なることにより高級語彙が（サンスクリット語

に偏した）インド系か（アラビア語やペルシア語に偏した）イスラム系かの

いずれかに傾斜を強めて行きその隔たりがあまりにも大きくなりヒンディー

語かウルドゥー語かということになってしまうことであった。
(7)　バールガンガーダル・ティラク bAlg\gADr Etlk　マハーラーシュトラ

のプーナ（プネー）出身の教育者、ジャーナリスト、政治家として活躍。コ

ングレス（インド国民会議派）の急進的な指導者として著名であった。
(8) 　原文にはムーリー m� wFとあるが、マラーティー語で moX、もしくは、

moXFと呼ばれる主に商人カーストが用いてきた文字。
(9) 　カローシュティー文字 (Kro¤F ElEp )　ブラーフミー文字と並ぶ古代イ

ンド文字の一。北インド、北西インド、中央アジアにかけて西暦前後数百年

間用いられた。起源については国内説と国外説とがある。
(10) 　ブラーフミー文字 (b}AhmF ElEp )　古代インドの文字。西暦前数百年か

らその存在が知られる。後に北方系と南方系とに分かれ一部地域を除きイン
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ドの主要言語の様々な文字がこれから派生した。
(11)　ローマ字　インドの言語を表記する文字としてローマ字を用いること

やそのローマ字を選択する考えはその後も存在した。北西州でのナーガリー

文字の公的使用要求運動が高揚してきた 1896年には政府が同州でペルシア文

字（ウルドゥー文字）の代わりにローマ字を普及させようとしているとの噂

が広まった。ペルシア文字（ウルドゥー文字）側の危機感ももちろん強かっ

たが、ナーガリー文字側の危機感も一層強くなりそのためナーガリー文字普

及協会は ‘The Nagari Character’という冊子を作製してナーガリー文字の優秀性

を主張した。政府の審議会もローマ字案を支持したものの結局はローマ字の

採用は見送られたという経緯があった。しかし、それによってインドの言語

にローマ字を使用しようとする動きが絶えたわけでは決してなかった。20世

紀の ‘60年代に Suniti Kumar Chatterji はインドの諸言語を表記するために改

良されたとする文字、すなわち、改良インド式ローマ字 (Indo-Roman Script)や

カルカッタの Roman Letters Society ( romk ElEp sEmEt ) の存在について言及し

ており個人的には「ゆくゆくはインド人自身のためにローマ字がナーガリー

文字をはじめとするインド系文字にとって代わるであろうことを楽観視して

いる」旨を記している。(S.K. Chatterji, Languages and Literatures of Modern India,

Culcutta, 1963)

(12)　インド総督カーゾン George Nathaniel Curzon (1859-1925) 　イギリスの

政治家で 1899-1905の間インド総督。
(13)　マラーターの文字 mrhW� h� !'　ここではマハーラーシュトラ（マラー

ター）のモーリー文字のことを指すものと思われる。
(14) 　 1900年 4 月 18 日の州政府の決定は (Resolution of the Government of

the North-Western Provinces & Oudh, No.585/III-343c-68)の形で 4月 21日付の公

報に掲載されたが、予期されたようにイスラム教徒側ないしはウルドゥー語

側からの反発が生じた。Urdu Defence Central Commiteeなどの組織が反対キャ

ンペーンを行っている。これに対してグプタはこの決定を喜ぶかたわらイス

ラム教徒側の報道がすべてこの決定を宗教にかかわる問題として捉えている

ことを憂慮してヒンドゥー側が浮かれたり大騒ぎしたりせず落ち着いた態度

を採るよう注意を促すかたわら次のようにも述べている。「ナーガリー文字側
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の人たちはイスラム教徒にイスラム教徒はなにも奪い取られたのではないし

彼らの権利が剥奪されてヒンドゥー教徒に与えられたのでもない。ただデー

ヴァナーガリー文字に裁判所にまで届けてよいとの許可が与えられただけの

ことだと理解してもらうようにしようではないか。イスラム教徒の報道はす

べてこの問題を宗教的なものに色付けしてウルドゥー語とヒンディー語との

戦いだと述べている。もしもこの問題を巡って両教徒の和合に不調和が生じ

るならば不幸なことである。ナーガリー文字普及協会側の人たちにはこの騒

ぎが鎮まるまでは慎重に振る舞ってほしいものだ。つまらぬことで喜び浮か

れることはない。イスラム教徒には自分たちがウルドゥー語と呼んでいる言

葉がヒンディー語と別個の言葉ではないことを是非知ってもらいたい。ウル

ドゥー語の初期の詩人たちはこの言葉をヒンダヴィー語 ( Eh\dvF ) と呼んでい

たのである。…」 ‘BArtEm/ ’ (1900年 5月 21日) 　ただし、ヒンドゥー教徒に

自重を求めながらもグプタの筆鋒は鋭い。ラクノウのイスラム教徒たちによ

るナーガリー文字への反対陳情書の中に、ナーガリー文字が適切な文字であ

れば商人カーストが様々な文字を発明したり工夫したりする必要はなかった

ではないかという表現があったのに対し彼は次のように反駁している。「バニ

ヤーとかマハージャンという商人たちの使用する文字のことをもってナーガ

リー文字が不適切な文字だとするのは正しくない。商人の帳簿のことを例に

して論じるのであれば、デリーのほとんどのイスラム教徒の店主はマハージャ

ニー文字を用いて帳簿をつけているしデリー出身のイスラム教徒が大変幅を

利かせているカルカッタのコールートーラーでもやはり商人たちの帳簿には

ムリヤー文字とかマハージャニー文字が用いられているのだ。それにそのイ

スラム教徒たちは普通の商人のように無学ではない。いやそれどころかペル

シア語やウルドゥー語をしっかり学んで知識を持っているのだ。ラクノウの

イスラム教徒たちはその商人たちに何故ペルシア文字で帳簿をつけないのだ

と訊ねるがいい。ペルシア文字が役立たずなのか。ナーガリー文字はなにも

難しい文字ではない。ペルシア文字のように 4,5年もかかって学ぶものでは

ない。半月もあれば十分だ。イスラム教徒の諸君はナーガリー文字を学んで

ペルシア文字と比べた後でものを言ったらどうなのだ。」　 ‘BArtEm/ ’ （1900

年 5月 21日）
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(15)　この脈絡では北西州教育審議会の報告書（Education Commission Report

by the North-Western Provinces and Oudh Provincial Committee, 1884）に近代ヒン

ディー文学の開拓者であったバーラテンドゥ・ハリシュチャンドラ BArt��d� hEr��dý

の考えが興味深い質疑応答の形で掲載されているので次に紹介する。

“　…　 Question 11. Is the Vernacular recognised and taught in the

schools of your province the dialect of the people; and if not, are the schools

on that account less useful and popular ? ...

Answer 11. 　 It is rather difficult to answer the question, what is our

vernacular language ?　 In India it is a saying - nay, an established fact

- that language varies every ‘yojana’ (eight miles). In the North-Western

Provinces alone there are several dialects. the Vernacular of this province,

though it can be divided, owing to its various intricate and manifold forms,

into a hundred subheads, has four main features - (1) Purvi, as is spoken

in Benares and its bordering districts; (2) Kannauji, the dialect spoken at

Cawnpore and the adjoining districts; (3) Brajbhasha, as spoken in Agra

and its neighbourhood; (4) Kaiyan or Khariboli, as spoken in Saharanpur,

Meerut, and the neighbouring districts. 　…　 Thus, it will be seen that

out of four features of the vernacular of this province, as noted above, only

two, viz., Brajbhasha and Khariboli attract attention. Brajbhasha is used

in Hindi poetical composition, and Khariboli under two different disguises is

spoken with abundant use of Persian words and written in Persian character,

is styled “Urdu”, and when free from such foreign mixture and written

in Nagari character, is termed Hindi. Thus, we come to the conclusion

that there is no real difference between Urdu and Hindi. … ”rAm gopAl ,

-vt\/tAp� v
 Eh\dF k� s\Gq
 kA iEthAs , Eh\dF sAEh(y sMm�ln , pryAg , 1886

fk�
(16) 　原文はウルドゥー文字によるウルドゥー語で発表されているが、使

用したテキストはウルドゥー語の原文をナーガリー文字に翻字したものであ

る。ヒンディー語読者には難解と思われる一部の語彙については編者によっ
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てヒンディー語の対語が脚注に記されている。

　　＊　上に訳出した（１）及び（２）の原文はいずれも前記の bAlm� k� �d

g� pt Enb\DAvlF , prTm BAg に収載されている。

　　＊＊　人名や地名などの固有名詞についてはなるべく原文の表記に従っ

たが必ずしも一貫してはいないことを記しておく。
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